
ディプロマポリシー（学位授与の方針） 

【2022年度以降入学生】 

 

 

聖マリア学院大学看護学部では、学生が卒業時に身につけているべき能力を教育目標に沿って以下のように定めている。

卒業要件を満たせば、これらを身に付けた者と認め、学士の学位を授与する。 

 

1.他者の苦しみやよろこびに関心を持ち、全人的ケア/ケアリングの基本を身につけている。 

 

2.人のいのちを取り巻く環境における様々な事象の倫理的本質を理解し、看護実践の基盤となる倫理的判断力を身に

つけている。 

 

3.人間の生命現象・生活過程（ライフプロセス）、疾病の原因や症状、診断、治療を学び、根拠に基づき安全な看護

を実践するための医療の基礎を修得している。 

 

4.人のいのちの始まりから終わりにいたる成長発達に応じて対象を全人的に捉え、統合へむけて適応を促すためにロイ適

応看護モデルを基盤とした看護を実践できる。 

 

5.地域の人々と協働・連帯し、安全な生活環境を支える能力を修得している。 

 

6.多様な環境で生活する人々に適切なケア環境を構築する能力を修得している。 

 

7.生涯にわたり看護専門職者としての価値観を形成し専門性を発展させる能力を修得している。 

 

8.持続可能な個人・集団・国の健康および地球環境の保全について関心を抱いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ディプロマポリシー（学位授与の方針） 

【2021年度以前入学生】 

 

キリスト教的人間観に基づく、生命の価値、人間の尊厳について理解し、看護専門職を目指す者として、常に倫理的姿

勢を持ち、人々に関心を寄せるケアリングの実践者としての態度を身につけているとともに、高度の看護知識と技術に基づ

く科学的な看護実践能力を具えていることを求め、以下のとおりディプロマポリシーを定めます。 

 

－知識・理解－ 

 １．キリスト教的人間観に基づく、生命の価値、人間の尊厳について理解している。 

 ２．豊かな人間性の基礎となる教養を身につけている。 

３．看護実践に必要な基本的かつ専門的知識を身につけている。 

 

－思考・判断－ 

４．論理的、科学的思考に基づいて看護実践の場における諸問題を発見することができる。 

５．看護実践の場における問題を解決するための実践的な判断力を身につけている。 

 

－技能－ 

 <汎用的技能> 

 ６．国際化する現代社会において必要とされる基本的な語学力・コミュニケーションスキルを身につけている。 

 ７．情報化する現代社会において必要とされるＩＣＴを用いて多様な情報を適切に収集・分析し、モラルに則って効

果的に活用することができる。 

 <専門的技能> 

８．看護実践に必要な基本的技術を身につけている。 

９．科学的根拠に基づいた看護を提供できる。 

10．看護専門職を目指すものとして、常に倫理的姿勢を持ち、人々に関心を寄せるケアリングを実践できる。 

 

－関心・意欲・態度－ 

11．多様な価値を持つ人々を尊重しようとする姿勢を身につけている。  

12．保健医療福祉にかかわる多職種と協調し、リーダーシップやフォロワーシップを発揮する能力を身につけている。 

13．地域社会や国際社会の発展を追究し、主体的に貢献する姿勢を身に着けている。 

14．看護学の発展に寄与することを望み、生涯に亘り主体的に探求する姿勢を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 


